


本日の進行

•処理汚染水の海洋放出置き去りにされた論点…満田 10分

•東電が説明していないこと…まさのあつこさん 40分

•質疑・ディスカッション 30分



イントロダクション

ALPS処理汚染水
置き去りにされた論点
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処理汚染水の海洋放出
置き去りにされた論点
1. トリチウム以外にも多くの放射性物質を含んでいる

しかし、放出総量は示されていない

2. 代替案の検討は？
関連）海洋放出のコストが膨大に

3. 「関係者の理解」は得られたのか？

4. 「廃炉のため」「復興のため」というのは本当か？

5. 多くの放射性物質が海に流出している中での
追加的・意図的な放出

6. 「敷地境界線上の実効線量“追加”１ミリシーベルト」規制
…“追加”とは何に対する追加？







すでに測定が終わっているK4タンク群の水
と同様の水を1年間放出する場合
年間放出量：1億2,000万リットル
トリチウム：22兆ベクレル
ストロンチウム90：2500万ベクレル

東京電力「福島第一原子力発電所における多核種除去設
備等処理水(ALPS処理水)の海洋放出に係る放射線影響評
価(設計段階)について」p.50-



ヨウ素129  2億4,000万ベクレル／年
セシウム137  4,900万ベクレル／年
プルトニウム239 7万3000ベクレル／年



膨れ上がった海洋放出の費用と期間

• 2018年当時、政府の審議会で海洋放出を含む5つの案が示された。

地層注入／海洋放出／水蒸気放出／水素放出／地下埋設

• 海洋放出の費用は17～34億円で最安、期間は52～88か月で最短

• 2021年、海洋放出が選択された

• 現在、海洋放出の費用は1400億円以上、期間は30年以上に膨れ上

がっている

• 原子力市民委員会が提案した「モルタル固化案」などは、きちんと議

論されなかった


